
佐
々
木
聖
使

提
出

学
位
申
請
論
文

『
山
田
顕
義
の
神
社
行
政
と
教
育
構
想
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

学
位
申
請
論
文
『
山
田
顕
義
の
神
社
行
政
と
教
育
構
想
』
は
、
長
州
藩
出
身
の
政
治
家
、
山

田
顕
義
の
神
社
行
政
と
教
育
構
想
の
展
開
を
、
一
次
史
料
の
博
捜
に
よ
っ
て
詳
細
に
跡
付
け
た

論
考
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
山
田
顕
義
は
、
維
新
後
に
お
け
る
近
代
兵
制
の
制
定
事
業
、
各
種
法

典
編
纂
等
の
業
績
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
一
方
で
山
田
は
、
と
り
わ
け
明
治

十
四
年
以
降
、
内
務
卿
と
し
て
神
社
制
度
・
政
教
関
係
の
再
編
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
独
自
の
教

育
構
想
の
も
と
で
、
國
學
院
・
日
本
法
律
学
校
の
設
立
に
も
関
与
し
た
。
本
論
文
は
、
山
田
の

こ
の
後
者
の
側
面
―
神
社
行
政
と
研
究
教
育
機
関
形
成
に
果
た
し
た
山
田
の
役
割
―
を
、
第
一

部
・
第
二
部
に
分
け
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
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本
論
文
第
一
部
「
山
田
顕
義
の
神
社
行
政
」
に
お
い
て
は
、
山
田
が
神
社
界
年
来
の
紛
争
の

収
拾
を
図
り
つ
つ
、
神
社
お
よ
び
神
道
を
、
立
憲
制
下
に
ふ
さ
わ
し
い
安
定
し
た
制
度
と
し
て
、

い
か
に
再
構
築
し
て
い
っ
た
か
が
論
じ
ら
れ
る
。

第
一
章
「
山
田
顕
義
と
祭
神
論
争
」
で
は
、
山
田
の
祭
神
論
争
へ
の
関
与
が
検
討
さ
れ
る
。

明
治
十
四
年
、
神
道
事
務
局
神
殿
の
祭
神
奉
斎
に
際
し
て
、
神
社
界
を
二
つ
に
割
っ
た
祭
神
論

争
が
勃
発
し
た
。
同
年
十
月
、
内
務
卿
に
就
任
し
た
山
田
は
、
祭
神
論
争
の
調
停
と
神
社
制
度

の
再
編
に
当
た
る
。
本
章
で
は
、
神
官
の
「
教
導
布
教
」「
神
葬
祭
」
か
ら
の
撤
退
、
そ
の

「
祭
祀
」
へ
の
専
従
を
目
指
し
た
山
田
の
政
治
指
導
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
二
章
「
山
田
顕
義
と
明
治
十
四
年
の
神
�
官
再
興
問
題
」
で
は
、
山
田
の
「
司
祭
の
官
」

設
立
構
想
が
検
討
さ
れ
る
。
著
者
は
、
当
初
内
務
省
内
で
作
成
さ
れ
た
神
官
教
導
職
分
離
令
の

原
案
に
、
山
田
が
「
司
祭
の
官
」
を
設
け
て
神
社
・
神
官
を
管
轄
す
る
と
い
う
修
正
を
加
え
て

い
た
事
実
に
注
目
す
る
。
山
田
の
言
う
「
司
祭
の
官
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
神
�
官
」
の
復
興

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
閣
議
に
お
い
て
山
田
案
は
否
決
さ
れ
、
神
官
と
教
導
職
の
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分
離
の
み
が
可
決
さ
れ
た
。
著
者
は
こ
の
点
に
お
い
て
、
山
田
の
本
来
的
な
構
想
は
、
挫
折
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
と
論
ず
る
。

第
三
章
「
神
道
非
宗
教
よ
り
神
社
非
宗
教
へ
」
で
は
、
神
官
教
導
職
分
離
令
の
前
史
と
し
て
、

当
時
「
神
道
」
と
い
う
タ
ー
ム
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
、
神
道
家
・
仏
教
者
・
政
府
官
僚
等
、
各
々
の
用

例
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
神
道
非
宗
教
」
と
い
う
概
念
は
、
仏
教
系
内

務
官
僚
の
関
与
に
よ
っ
て
「
神
社
非
宗
教
」
と
い
う
概
念
に
変
容
し
、
結
局
そ
れ
が
政
府
の
対

神
社
政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
四
章
「
明
治
二
十
三
年
神
�
官
設
置
運
動
と
山
田
顕
義
」
で
は
、
帝
国
議
会
開
設
前
後
の

「
神
�
官
」
復
興
運
動
へ
の
、
山
田
の
関
与
が
跡
付
け
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
山
田
が
神
社
界

に
「
政
教
分
離
」
の
徹
底
を
求
め
る
と
共
に
、
閣
内
で
最
も
強
硬
な
立
場
か
ら
、
神
社
界
の
神

�
官
復
興
運
動
を
支
援
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

本
論
文
第
二
部
「
山
田
顕
義
の
教
育
構
想
」
に
お
い
て
は
、
山
田
が
國
學
院
・
日
本
法
律
学
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校
の
設
立
に
果
た
し
た
役
割
が
再
検
討
さ
れ
、
併
せ
て
こ
の
過
程
を
導
い
た
山
田
の
教
育
構
想

の
内
実
が
検
討
さ
れ
る
。

序
章
「
日
本
法
律
学
校
設
立
沿
革
史
の
変
遷
」
で
は
、
従
来
の
研
究
史
が
批
判
的
に
検
討
さ

れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
従
前
の
國
學
院
大
學
史
・
日
本
大
学
史
と
も
ど
も
、
設
立
時
に
お
け

る
両
校
の
関
わ
り
の
把
握
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
両
校
の
開
校
過
程
が
、
山
田
を

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、不
可
分
の
も
の
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
を
強
調
す
る
。

次
章
以
下
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
、
両
校
の
設
立
過
程
が
再
検
討
さ
れ
て
ゆ
く
。

第
一
章
「
山
田
顕
義
の
神
社
行
政
と
皇
典
講
究
所
の
設
立
」
で
は
、
明
治
十
五
年
前
後
、
神

官
教
導
職
の
分
離
に
伴
い
、
従
来
の
神
道
系
教
育
機
関
が
、
皇
典
講
究
所
や
神
宮
皇
學
館
へ
と

再
編
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
が
辿
ら
れ
る
。
山
田
は
、
皇
典
講
究
所
の
改
革
を
図
り
、
国
典
研
究

・
神
職
養
成
機
関
と
し
て
そ
の
組
織
を
整
備
し
て
い
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
は
、

「
神
社
と
宗
教
の
分
離
」
に
呼
応
し
、「
宗
教
神
道
」
と
「
非
宗
教
的
国
典
研
究
」
の
分
離
を

実
現
し
よ
う
と
し
た
山
田
の
慮
り
が
あ
っ
た
。

─ ４ ─



第
二
章
「
日
本
法
律
学
校
の
創
立
計
画
と
創
立
者
の
学
統
」
で
は
、
宮
崎
道
三
郎
ら
日
本
法

律
学
校
の
創
立
者
グ
ル
ー
プ
の
人
的
系
譜
と
そ
の
教
育
構
想
が
明
ら
か
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
日

本
法
律
学
校
の
設
立
計
画
は
、
宮
崎
道
三
郎
以
下
十
一
名
の
創
立
者
グ
ル
ー
プ
が
、
司
法
官
僚

養
成
を
期
し
て
練
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
山
田
が
到
底
そ
の
「
学
祖
」
で
は
あ

り
得
ず
、
あ
く
ま
で
も
後
発
の
賛
同
者
に
と
ど
ま
る
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
章
「
國
學
院
の
設
立
と
特
別
認
可
問
題
」
は
、
山
田
が
、
宮
崎
ら
に
よ
っ
て
設
置
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
日
本
法
律
学
校
を
、自
ら
が
所
長
を
務
め
る
皇
典
講
究
所
に
取
り
込
ん
で
、

そ
の
「
特
別
認
可
申
請
」
を
目
指
し
た
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
明
治
二
十
二
年
十
月
、
日

本
法
律
学
校
の
設
立
が
認
可
さ
れ
た
。
山
田
は
こ
れ
以
降
、
日
本
法
律
学
校
の
科
目
群
を
、
皇

典
講
究
所
の
教
育
課
程
に
取
り
込
む
制
度
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
は
著
者
に
よ
れ
ば
、
日

本
法
律
学
校
が
「
特
別
認
可
学
校
」（
単
な
る
認
可
と
異
な
り
、
政
府
司
法
官
採
用
等
、
数
々

の
特
典
を
伴
う
）
の
指
定
を
獲
得
す
る
た
め
の
一
種
の
「
便
法
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
こ

に
は
、
日
本
法
律
学
校
を
、
先
ん
じ
て
設
立
さ
れ
て
い
た
皇
典
講
究
所
の
組
織
に
組
み
込
む
事
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に
よ
っ
て
、
同
校
の
特
別
認
可
申
請
取
得
の
た
め
の
「
教
育
研
究
実
績
」
作
り
を
図
る
、
と
い

う
狙
い
が
隠
さ
れ
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
山
田
の
こ
の
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

文
部
省
の
牽
制
や
先
行
の
法
律
学
校
に
よ
る
強
硬
な
反
対
運
動
等
も
あ
り
、
日
本
法
律
学
校
は

特
別
認
可
学
校
の
認
定
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
四
章
「
日
本
法
律
学
校
の
開
校
」
は
、
特
別
認
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
日
本
法
律
学
校
が
、

皇
典
講
究
所
内
に
と
ど
ま
る
理
由
を
失
い
、
徐
々
に
独
立
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
経
緯

が
辿
ら
れ
る
。
併
せ
て
、
山
田
と
宮
崎
ら
日
本
法
律
学
校
創
立
者
グ
ル
ー
プ
と
の
相
克
、
ま
た

日
本
法
律
学
校
グ
ル
ー
プ
の
「
歴
史
法
学
」
と
皇
典
講
究
所
の
「
有
職
的
法
制
史
研
究
」
と
の

隔
た
り
等
も
浮
き
彫
り
さ
れ
、
日
本
法
律
学
校
の
分
離
独
立
を
促
し
た
歴
史
的
背
景
が
さ
ら
に

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
五
章
「
國
學
院
の
開
院
」
で
は
、
以
上
の
経
緯
を
経
て
、
國
學
院
が
開

院
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
跡
付
け
ら
れ
る
。

終
章
「
山
田
顕
義
の
教
育
構
想
」
で
は
、
本
論
文
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
山
田
の
教
育
構

想
の
全
体
像
と
そ
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
る
。
山
田
が
皇
典
講
究
所
所
長
と
し
て
示
し
た
「
國
文
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大
學
」
案
は
、「
大
学
」
が
ま
だ
東
京
帝
国
大
学
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
状
況
下
、
皇
典
講
究

所
に
「
国
文
・
国
史
」
を
究
め
る
大
学
レ
ベ
ル
の
研
究
教
育
機
関
を
併
設
せ
ん
と
す
る
大
胆
な

プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
山
田
の
皇
典
講
究
所
改
革
案
は
、
皇
典
修
学
生
の
養
成

を
目
的
と
す
る
専
門
学
校
レ
ベ
ル
の
一
機
関
を
、
日
本
研
究
の
総
合
人
文
学
を
振
興
す
る
「
大

学
レ
ベ
ル
」
の
一
大
研
究
教
育
機
関
へ
と
飛
躍
せ
し
め
る
改
革
構
想
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
山
田
の
学
術
構
想
・
教
育
構
想
は
、
皇
典
講
究
所
に
お
い
て
も
、
日
本
法
律
学
校
に

お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
に
よ
り
、
十
分
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
著
者
は
、

山
田
の
掲
げ
た
構
想
を
、
後
世
の
者
が
受
け
継
ぐ
た
め
に
こ
そ
、「
建
学
の
精
神
」
が
求
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
を
論
じ
て
、
本
論
文
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

博
士
学
位
申
請
者
佐
々
木
聖
使
は
、
か
ね
て
祭
神
論
争
や
神
�
官
興
復
運
動
等
、
明
治
前
期

の
神
道
史
研
究
に
尽
瘁
す
る
と
共
に
、『
山
田
伯
爵
家
文
書
』
等
の
編
纂
を
通
じ
て
、
日
本
法
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律
学
校
・
日
本
大
学
の
成
立
史
に
取
り
組
ん
で
き
た
学
究
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
著
者
年
来
の

研
究
を
集
成
し
、
山
田
顕
義
の
神
社
行
政
の
実
態
と
そ
の
教
育
構
想
の
内
実
を
、
総
合
的
に
究

明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
論
文
の
研
究
史
上
に
お
け
る
第
一
の
貢
献
は
、
従
来
「
国
家
神
道
」
形
成
の
画
期
と
さ
れ

て
き
た
「
祭
神
論
争
」
か
ら
議
会
開
設
前
後
に
お
け
る
神
社
行
政
の
実
態
を
、
ア
プ
リ
オ
リ
な

「
国
家
神
道
」
の
図
式
か
ら
離
れ
、
あ
く
ま
で
も
一
次
史
料
の
博
捜
と
そ
の
読
解
の
徹
底
に
よ

っ
て
再
検
討
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
従
来
の
研
究
（
例
え
ば
安
丸
良
夫
氏
・
宮
地
正
人

氏
・
島
薗
進
氏
等
）
に
お
い
て
は
、「
国
家
神
道
」
な
る
概
念
が
、
神
社
神
道
・
皇
室
神
道
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
以
降
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
・
軍
国
主
義
的
運
動
に
ま
で
拡
張
し
、「
国

家
神
道
」
批
判
が
近
代
日
本
の
政
治
制
度
そ
の
も
の
の
批
判
に
拡
散
し
て
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
。

本
論
文
が
、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
神
道
」
成
立
期
を
扱
い
な
が
ら
、
こ
う
し
た
際
限
な
き
概
念
の

拡
大
か
ら
免
れ
、
こ
の
時
期
の
基
本
的
諸
事
実
を
、
鮮
明
な
解
像
度
を
以
っ
て
明
ら
か
に
し
て

い
る
点
は
大
い
に
評
価
さ
れ
よ
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
山
田
の
目
指
し
た
神
社
・
神
道
制
度
は
、
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現
在
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
国
家
神
道
」
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
明
治
の
立
憲
制
度
形

成
に
尽
力
し
た
人
々
は
、
神
社
を
法
制
度
の
中
で
厳
格
に
「
非
宗
教
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ

こ
か
ら
の
逸
脱
を
最
も
警
戒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
第
二
の
功
績
は
、
従
来
漠
然
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
草
創
期
に
お
け
る
國
學
院
・

日
本
法
律
学
校
の
密
接
な
関
わ
り
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
再

検
討
に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
史
の
盲
点
で
あ
っ
た
諸
点
、
即
ち
山
田
が
日
本
法
律
学
を
自
ら

が
所
長
を
務
め
る
皇
典
講
究
所
に
取
り
込
ん
で
そ
の
「
特
別
認
可
申
請
」
を
目
指
し
た
経
緯
、

こ
の
間
に
お
け
る
山
田
と
日
本
法
律
学
校
創
立
者
グ
ル
ー
プ
と
の
対
立
・
葛
藤
等
の
諸
事
実
が
、

は
じ
め
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
る
。

本
論
文
の
第
三
の
貢
献
は
、
山
田
が
皇
典
講
究
所
初
代
所
長
と
し
て
抱
懐
し
て
い
た
研
究
教

育
構
想
を
、
内
在
的
に
明
ら
か
に
し
た
点
に
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
山
田
の

「
法
・
文
の
一
大
専
門
学
校
を
作
ろ
う
と
す
る
意
図
」
が
漠
然
と
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、

そ
の
学
術
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
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山
田
の
改
革
構
想
は
、
皇
典
講
究
所
を
、
神
官
養
成
・
皇
典
研
究
の
た
め
の
一
機
関
か
ら
、
日

本
の
歴
史
や
文
化
を
総
合
的
に
探
求
す
る
大
学
レ
ベ
ル
の
研
究
教
育
究
機
関
へ
と
飛
躍
せ
し
め
、

国
家
の
須
用
に
応
ず
る
「
日
本
研
究
の
総
合
学
術
形
成
」
に
当
た
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
山
田
は
、
司
法
卿
と
し
て
法
典
編
纂
事
業
に
関
わ
る
中
で
、
欧
米
の
近
代
法

受
容
に
際
し
て
は
、
日
本
人
の
国
民
性
、
日
本
の
歴
史
と
文
化
と
基
づ
い
て
法
律
制
定
を
図
る

必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。
山
田
は
、
そ
の
た
め
に
は
、
自
国
の
文
化
に
根
ざ
し
た
「
国
文
学
」

（
現
在
の
国
文
学
の
こ
と
で
は
な
く
「
本
邦
固
有
ノ
学
術
ヲ
攻
究
ス
ル
」
広
義
の
「
人
文
学
」
）

を
振
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
著
者
は
、
山
田
の
目
指
す
「
大
学
」
構
想
を
、

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
デ
ィ
ド
ロ
が
百
科
全
書
派
を
率
い
て
当
時
の
最
高
水
準
の
学

問
を
集
大
成
し
よ
う
と
し
た
の
に
比
肩
す
べ
き
、「
日
本
研
究
の
総
合
人
文
学
形
成
」
構
想
と

し
て
の
学
術
的
意
義
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
山
田
の
國
學
院
・
日
本
法
律
学
校
設
立
に
連
な
る
歴
史
的
・
思
想

的
背
景
の
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
明
治
の
宗
教
史
・
教
育
史
・
学
術
史
に
お
い
て
果
た
し
た
貢
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献
へ
の
評
価
に
ま
で
踏
み
込
む
も
の
で
あ
る
。
議
会
開
設
前
後
の
時
期
に
お
け
る
山
田
の
神
社

行
政
・
教
育
構
想
の
実
態
は
、
本
論
文
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
山
田
は
、
維
新
の
元
勲
に
次
ぐ
歴
史
的
存
在
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
長
閥
の
伊
藤
博
文
や
山
縣
有
朋
に
比
し
て
、
本
格
的
な
実
証
研
究
に
乏
し

か
っ
た
。
一
次
史
料
に
拠
る
本
格
的
な
山
田
顕
義
研
究
は
、
本
論
文
の
登
場
に
よ
っ
て
、
漸
く

緒
に
就
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
お
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な
い
。
著
者
は
、
山
田
の
神
�
官
復
興
構

想
と
そ
の
教
育
構
想
・
学
術
構
想
は
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
本
論
文
の
各
所
で
強
調
し
て
い

る
。
し
か
し
両
者
相
俟
っ
て
形
作
ら
れ
て
い
た
山
田
の
国
家
観
・
政
治
思
想
の
全
体
像
を
明
ら

か
に
す
る
課
題
は
、
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
課
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
本
論
文
で
扱
っ
た
神
社
行
政
・
教
育
構
想
の
問
題
に
加

え
、
山
田
の
幕
末
以
来
の
長
州
藩
軍
事
改
革
派
と
し
て
の
思
想
と
行
動
、
維
新
に
際
し
て
の
近

代
兵
制
制
定
者
と
し
て
の
理
念
、
岩
倉
使
節
団
理
事
官
と
し
て
の
欧
米
視
察
の
実
体
験
等
に
ま
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で
視
野
を
広
げ
、
あ
ら
た
め
て
山
田
の
生
涯
と
思
想
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
作
業
は
、
山
田
の
遺
し
た
一
次
史
料
に
精
通
す
る
著
者
の
、
今
後
の

責
務
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
近
代
神
道
史
の
み
な
ら
ず
、
明
治
前
期
の
政
治
史
・
教
育
史
・
学

術
史
の
側
面
か
ら
も
、
従
来
の
研
究
史
の
欠
を
補
う
、
き
わ
め
て
意
義
深
い
研
究
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
山
田
の
明
治
国
家
形
成
へ
の
貢
献
、
そ
の
政
治
思
想
の
全
体
像
を
、
よ
り
総

合
的
か
つ
精
緻
に
論
証
す
る
課
題
は
、
な
お
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
著
者

は
こ
の
課
題
に
十
分
応
え
得
る
学
力
を
有
し
、
か
つ
そ
の
準
備
を
着
々
と
整
え
つ
つ
あ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
佐
々
木
聖
使
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位
を
授

与
す
る
足
る
資
格
を
有
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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成
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七
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十
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日
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９
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９
行
目 

… 

さ
れ
た
の
で
る 

→ 

さ
れ
た
の
で
あ
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１
０
頁 
２
行
目 

… 

研
究
教
育
究
機
関 

→ 

研
究
教
育
機
関 

 

１
２
頁
１
０
行
目 

… 

す
る
足
る 

→ 

す
る
に
足
る 
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